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会
　
計

改
正
連
結
財
務
諸
表
規
則
等
、公

表
─
金
融
庁

会
　
計

第
３
回
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｆ
会
議
に
向
け
て
、

審
議
始
ま
る
─
Ａ
Ｓ
Ｂ
Ｊ
、Ａ
Ｓ
Ａ
Ｆ
対
応
専
門
委

会
　
計

概
念
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
Ｄ
Ｐ
へ
の

コ
メ
ン
ト
の
方
向
性
、検
討
─
Ａ
Ｓ
Ｂ
Ｊ

去
る
10
月
28
日
、
内
閣
府
令
70
号

「
連
結
財
務
諸
表
の
用
語
、
様
式
及

び
作
成
方
法
に
関
す
る
規
則
等
の
一

部
を
改
正
す
る
内
閣
府
令
」等
が
公

表
さ
れ
た
。

主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
。

Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
任
意
適
用
要
件
の
緩
和

本
年
６
月
に
企
業
会
計
審
議
会
総

会
・
企
画
調
整
部
会
合
同
会
議
よ
り

公
表
さ
れ
た「
国
際
会
計
基
準（
Ｉ
Ｆ

Ｒ
Ｓ
）へ
の
対
応
の
あ
り
方
に
関
す

る
当
面
の
方
針
」を
踏
ま
え
、
Ｉ
Ｆ

Ｒ
Ｓ
の
任
意
適
用
要
件
を
緩
和
す
る

改
正
が
行
わ
れ
た
。

Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
の
任
意
適
用
が
可
能
な

会
社（
特
定
会
社
）の
要
件
に
お
い

て
、
上
場
企
業
で
あ
る
こ
と
、
お
よ

び
外
国
に
資
本
金
が
20
億
円
以
上
の

連
結
子
会
社
を
有
し
て
い
る
こ
と
な

ど
の
国
際
的
な
財
務
活
動
・
事
業
活

動
の
要
件
を
撤
廃
し
、
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
に

基
づ
い
て
作
成
す
る
連
結
財
務
諸
表

の
適
正
性
を
確
保
す
る
取
組
み
・
体

制
整
備
の
み
を
残
し
た
。こ
の
結
果
、

Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
任
意
適
用
が
可
能
な
会
社

の
範
囲
が
拡
大
さ
れ
た
。

ま
た
、
各
四
半
期
ま
た
は
上
半
期

か
ら
で
も
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
に
基
づ
く
四
半

期
・
中
間
連
結
財
務
諸
表
の
作
成
を

可
能
と
し
た
。

な
お
、
改
正
規
則
等
は
公
布
日
か

去
る
10
月
30
日
、
企
業
会
計
基
準

委
員
会
は
第
６
回
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｆ
対
応
専

門
委
員
会
を
開
催
し
た
。

今
回
は
、
12
月
に
開
催
予
定
の
第

３
回
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｆ
会
議
へ
の
想
定
議
題

の
報
告
が
な
さ
れ
た
後
、
概
念
フ

レ
ー
ム
ワ
ー
ク
Ｄ
Ｐ
へ
の
コ
メ
ン
ト

対
応
が
審
議
さ
れ
た
。

去
る
10
月
31
日
、
企
業
会
計
基
準

委
員
会
は
第
２
７
５
回
企
業
会
計
基

準
委
員
会
を
開
催
し
た
。

主
に
、
概
念
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
Ｄ

Ｐ
へ
の
コ
メ
ン
ト
対
応
に
つ
い
て
審

議
が
行
わ
れ
た
。

セ
ク
シ
ョ
ン
６「
測
定
」

資
産
の
事
後
測
定
に
つ
い
て
、
Ｄ

Ｐ
で
は
、
当
該
資
産
が
ど
の
よ
う
に

将
来
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
ー
に
寄
与

ら
施
行
さ
れ
て
い
る
。

コ
メ
ン
ト
の
概
要
と
対
応

今
回
の
改
正
連
結
財
務
諸
表
規
則

案
等
に
対
し
て
は
、
い
く
つ
か
の
コ

メ
ン
ト
が
寄
せ
ら
れ
た
が
、
金
融
庁

は「「
連
結
財
務
諸
表
の
用
語
、
様
式

及
び
作
成
方
法
に
関
す
る
規
則
等
の

一
部
を
改
正
す
る
内
閣
府
令（
案
）」

等
に
対
す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

の
概
要
及
び
そ
れ
に
対
す
る
金
融
庁

の
考
え
方
」を
公
表
し
、
た
と
え
ば
、

次
の
よ
う
な
内
容
と
そ
れ
ら
に
対
す

る
考
え
方
が
示
さ
れ
た
。

・
連
結
財
務
諸
表
規
則
附
則
２
項
お
よ

び
３
項
適
用
に
よ
り
生
じ
る
指
定

国
際
会
計
基
準
と
日
本
基
準
と
の

第
３
回
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｆ
会
議
の
議
題

第
３
回
会
議
に
て
想
定
さ
れ
る
議

題
と
し
て
、
次
の
４
つ
の
テ
ー
マ
が

挙
げ
ら
れ
た
。

・
概
念
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク

・
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
３
号「
企
業
結
合
」適
用
後

レ
ビ
ュ
ー

す
る
か
に
応
じ
て
決
め
る
べ
き
だ
と

し
、
４
つ
に
分
類
し
た
う
え
で
、
そ

れ
ぞ
れ
に
目
的
適
合
的
な
測
定
基
礎

が
示
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
、
事
務
局
か
ら
、「
分

類
の
見
直
し
を
す
べ
き
で
あ
り
、
ま

た
、
財
政
状
態
を
表
す
観
点
と
財
務

業
績
を
表
す
観
点
の
そ
れ
ぞ
れ
か
ら

目
的
適
合
的
な
測
定
区
分
を
分
け
て

考
え
る
べ
き
」と
の
コ
メ
ン
ト
の
方

齟
齬
の
解
消

→
指
定
国
際
会
計
基
準
に
基
づ
い
て

連
結
財
務
諸
表
が
作
成
さ
れ
る
た

め
齟
齬
は
生
じ
な
い

・
Ｉ
Ｐ
Ｏ
準
備
会
社
に
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
初
度

適
用
と
同
様
の
情
報
開
示
の
要
請

→
上
場
前
に
初
度
適
用
を
行
っ
た
企

業
に
お
い
て
、
過
重
負
担
と
な
る

た
め
不
適
当
で
あ
る

・
Ｉ
Ｐ
Ｏ
を
行
う
場
合
の
開
示
情
報
に

関
す
る
企
業
内
容
等
開
示
府
令
と

Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
の
規
定
の
齟
齬
の
解
消

→
特
定
会
社
は
連
結
財
務
諸
表
規
則

７
章
の
適
用
を
受
け
る
た
め
、
開

示
府
令
第
２
号
様
式
記
載
上
の
注

意（
60
）ａ
た
だ
し
書
き
の
規
定
は

適
用
さ
れ
な
い

な
お
、
改
正
規
則
等
の
新
旧
対
照

表
を
今
号
の
別
冊
付
録
に
掲
載
し
て

い
る
た
め
、
参
照
さ
れ
た
い
。

・
料
金
規
制

・
リ
ー
ス

特
に
、
概
念
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
に

関
し
て
重
点
的
に
審
議
さ
れ
る
と
事

務
局
は
見
込
ん
で
い
る
。受
託
責
任
、

信
頼
性
お
よ
び
負
債
に
つ
い
て
、
次

回
の
本
専
門
委
員
会
で
議
論
す
る
予

定
で
あ
る
。

ま
た
、
Ａ
Ｓ
Ｂ
Ｊ
が
純
損
益
、
Ｏ

Ｃ
Ｉ
、
測
定
に
つ
い
て
、
ア
ジ
ェ
ン

ダ
・
ペ
ー
パ
ー
を
作
成
す
る
こ
と
に

な
り
、
西
川
委
員
長
は
、「「
財
務
報

告
に
関
す
る
概
念
フ
レ
ー
ム
ワ
ー

ク
」の
見
直
し
の
コ
メ
ン
ト
提
出
期

限
よ
り
先
に
ア
ジ
ェ
ン
ダ
・
ペ
ー

パ
ー
を
作
成
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の

で
、
Ｄ
Ｐ
を
き
ち
ん
と
分
析
し
て
理

論
的
な
内
容
を
つ
く
り
た
い
」と
コ

メ
ン
ト
し
た
。

Ｄ
Ｐ
へ
の
コ
メ
ン
ト
対
応

セ
ク
シ
ョ
ン
５「
特
分
の
定
義
及

び
負
債
と
資
本
性
金
融
商
品
と
の
区

別
」の
内
容
は
セ
ク
シ
ョ
ン
２
で
扱

う
財
務
諸
表
の
構
成
要
素
の
一
部
を

構
成
し
、
ま
た
セ
ク
シ
ョ
ン
６
の
議

論
を
一
部
扱
っ
て
い
る
た
め
、
セ
ク

シ
ョ
ン
５
の
決
定
が
他
の
セ
ク
シ
ョ

ン
の
議
論
に
影
響
を
及
ぼ
す
と
考
え

ら
れ
る
。こ
の
こ
と
か
ら
事
務
局
は
、

３
つ
の
セ
ク
シ
ョ
ン
を
整
合
的
に
扱

う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
指
摘

し
て
は
ど
う
か
と
提
案
し
た
。

専
門
委
員
か
ら
は
、「
資
本
と
負
債

の
区
分
は
損
益
に
影
響
す
る
か
ら
、

し
っ
か
り
審
議
す
べ
き
だ
」と
い
う

意
見
が
あ
が
っ
た
。＊

次
回
の
専
門
委
員
会
は
11
月
14
日

開
催
予
定
。
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た
と
え
ば
、
ハ
ワ
イ
へ
行
っ
た
と
す

る
。
空
港
で
コ
ー
ヒ
ー
を
買
っ
た
。
２

ド
ル
98
セ
ン
ト
。
ポ
ケ
ッ
ト
の
小
銭
が

重
い
の
で
１
ド
ル
札
３
枚
に
重
ね
て
５

セ
ン
ト
硬
貨
と
１
セ
ン
ト
硬
貨
３
枚
を

渡
す
。
日
本
で
な
ら
、
戻
っ
て
く
る
の

は
10
セ
ン
ト
硬
貨
１
枚
の
は
ず
。
現

実
に
は
４
枚
の
硬
貨
が
６
枚
の
10
セ
ン

ト
と
な
っ
て
戻
っ
て
く
る
。
取
引
と
は
、

均
等
に
な
る
ま
で
足
し
上
げ
る
と
い

う
考
え
方
を
守
る
計
算
文
化
と
の
違

い
を
実
感
す
る
。

意
図
を
汲
ん
で
の
差
金
決
済
に
慣

れ
親
し
ん
で
い
る
日
本
社
会
の
強
み
が

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の「
国
際
成
人
力
調
査
」で

示
さ
れ
た
。
こ
の
調
査
で
は
、
日
本

人
の
知
的
判
断
力
が
世
界
で
も
ト
ッ

プ
ク
ラ
ス
だ
っ
た
と
い
う
。
学
力
が
低

下
し
て
き
た
、
と
か
、
ゆ
と
り
教
育

は
禍
根
を
残
し
た
と
いっ
た
議
論
を
し

て
い
た
人
た
ち
か
ら
す
れ
ば
、
意
外

感
が
あ
る
結
果
だ
ろ
う
。

日
本
が
圧
勝
し
て
い
る
の
は
読
解

力
。
70
％
の
人
が
レ
ベ
ル
３
と
４（
６
段

階
評
価
で
５
が
最
高
）に
分
布
し
て
い

る
。
レ
ベ
ル
５
比
率
が
２・２
％
で
最
も

高
い
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
が
60
・
７
％
な
の
で

「
並
」の
人
間
の
能
力
水
準
は
極
め
て

高
い
。
ハ
ワ
イ
が
属
し
て
い
る
米
国
は

41
・
１
％
だ
。
ま
た
、
数
的
思
考
力

の
習
熟
度
レ
ベ
ル
で
も
３
と
４
の
合
計

は
61
％
で
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
55
・
６
％
を

上
回
っ
て
い
る
。
合
衆
国
は
こ
こ
で
も

33
・
７
％
と
低
い
。
教
育
現
場
で
実

践
的
な
学
習
を
通
じ
て
高
能
力
の
少

数
者
育
成
が
で
き
て
も
、
全
体
の
底

上
げ
に
は
繋
が
ら
な
い
こ
と
を
示
し
て

い
る
か
の
よ
う
な
結
果
に
な
って
い
る
。

こ
の
結
果
だ
け
を
み
れ
ば
、
わ
が

国
で
行
わ
れ
て
き
た
教
育
シ
ス
テ
ム
は

有
効
だ
し
成
果
も
出
て
い
る
、
と
も

い
え
る
。
そ
の
点
で
、
こ
の
テ
ス
ト
結

果
は
教
育
行
政
を
司
っ
て
い
る
人
に
は

朗
報
か
も
し
れ
な
い
。
全
国
統
一
学

力
試
験
の
個
別
結
果
の
公
表
を
巡
っ

て
の
、
首
長
と
省
長
の
対
立
が
霞
む

か
の
よ
う
な
結
果
だ
か
ら
。

そ
れ
で
も
残
る
問
題
は
あ
る
。「
Ｉ

Ｔ
を
活
用
し
た
問
題
解
決
能
力
」で

は
首
位
に
立
っ
て
い
な
い
点
だ
。
Ｉ
Ｔ

分
野
に
は
思
考
回
路
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

が
介
在
す
る
。
こ
の
た
め
、コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
を
開
発
し
た
国
の
言
語
思
考
回
路

を
有
し
て
い
る
人
が
有
利
に
な
る
。

そ
れ
で
も
、
言
語
的
に
は
同
じ
問
題

を
抱
え
て
い
る
韓
国
が
レ
ベ
ル
２（
中

位
）の
分
布
で
日
本
よ
り
も
上
に
あ

り
、
日
本
の
分
布
数
が
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
平

均
を
下
回
っ
て
い
る
現
実
は
、
こ
れ
か

ら
の
競
争
力
に
対
す
る
不
安
感
を
掻

き
立
て
る
。

調
査
で
の
出
題
内
容
を
み
る
と
、

読
解
力
で
は
質
問
の
主
旨
さ
え
わ
か

れ
ば
回
答
は
容
易
だ
。
数
的
思
考
力

で
も
、
特
殊
な
知
識
の
有
無
と
は
無

関
係
に
地
道
な
数
量
比
較
を
繰
り
返

す
我
慢
力
が
点
数
を
引
き
上
げ
る
だ

ろ
う
。
た
だ
、
Ｉ
Ｔ
を
活
用
し
た
問

題
解
決
能
力
の
問
題
で
は
、
慣
れ
の

度
合
い
で
結
果
が
違
っ
て
き
そ
う
だ
と

思
わ
れ
る
。
Ｉ
Ｔ
分
野
で
は
情
報
が

階
層
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
糸
口
と
な

る
分
類
の
考
え
方
を
推
定
す
る
力
が

解
答
へ
の
距
離
を
決
定
づ
け
る
。

社
会
を
見
渡
せ
ば
、
電
車
の
な
か

で
は
老
若
男
女
を
問
わ
ず
携
帯
電
話

や
ス
マ
ホ
と
向
き
合
って
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
や
ゲ
ー
ム
に
没
頭
し
て
い
る
。
切
符

を
買
う
に
も
、
Ｂ
級
グ
ル
メ
で
食
事
を

す
る
に
も
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
式
の
自
動
販

売
機
と
接
し
て
い
る
日
常
に
な
っ
て
い

る
。
そ
れ
で
も
、
Ｉ
Ｔ
分
野
で
は
日
本

人
の
点
数
が
劣
位
な
の
は
、ヴ
ァ
ー
チ
ャ

ル
分
野
で
の
抽
象
性
で
、
日
本
的
発
想

と
Ｉ
Ｔ
を
先
導
し
た
人
た
ち
の
思
考
回

路
が
異
な
って
い
る
か
ら
だ
ろ
う
か
。

読
解
・
計
算
力
の
高
さ
で
圧
倒
し

て
い
る
日
本
社
会
だ
が
、
金
融
工
学

の
先
端
分
野
で
は
押
さ
れ
気
味
。
外

資
に
出
し
抜
か
れ
、
劣
位
に
立
た
さ

れ
て
き
た
状
況
は
、
時
代
に
即
し
た
、

一
段
の
磨
き
を
か
け
る
教
育
方
法
の

研
究
を
怠
っ
て
き
た
結
果
だ
ろ
う
。

教
育
水
準
と
改
善
策
の
議
論
は
継
続

す
べ
き
だ
ろ
う
。

（
神
保
敏
明
）

70
どう見る？
　　　この数字

｜高水準の並層、高度化が
　課題

70％　

向
性
が
示
さ
れ
た
。
な
お
、
分
類
と

測
定
区
分
の
組
み
合
せ
の
案
も
提
示

さ
れ
て
お
り
、
今
後
検
討
が
進
め
ら

れ
る
見
込
み
。

セ
ク
シ
ョ
ン
８

「
包
括
利
益
計
算
書
に
お
け
る
表
示
」

事
務
局
か
ら
、「
純
損
益
、
包
括
利

益
、
Ｏ
Ｃ
Ｉ
に
つ
い
て
は
、
表
示
で

は
な
く
構
成
要
素
と
し
て
取
り
扱
う

べ
き
」と
し
、「
純
損
益
と
包
括
利
益

の
定
義
を
行
い
、
Ｏ
Ｃ
Ｉ
に
つ
い
て

は
、
純
損
益
と
包
括
利
益
を
つ
な
ぐ

連
結
環
と
し
て
定
義
す
る
」と
い
う

コ
メ
ン
ト
の
方
向
性
が
示
さ
れ
た
。

委
員
か
ら
は
、
純
損
益
を
積
極
的

に
定
義
す
る
こ
と
に
賛
成
す
る
声
が

聞
か
れ
た
。

ま
た
、
Ｄ
Ｐ
で
は
、「
過
去
に
Ｏ
Ｃ

Ｉ
に
認
識
し
た
収
益
お
よ
び
費
用
の

項
目
の
少
な
く
と
も
一
部
を
そ
の
後

に
お
い
て
純
損
益
に
認
識
す
る（
リ

サ
イ
ク
ル
す
る
）こ
と
を
許
容
ま
た

は
要
求
す
べ
き
か
」と
い
う
論
点
が

示
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
点
に
つ
い
て
、
事
務
局
か
ら

は
、「
純
損
益
と
包
括
利
益
の
違
い
は

一
部
の
資
産
お
よ
び
負
債
に
２
つ
の

測
定
値
を
使
用
し
て
い
る
こ
と
か
ら

生
じ
て
お
り
、
Ｏ
Ｃ
Ｉ
が
そ
の
連
結

環
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
」と
の

考
え
方
に
基
づ
き
、「
割
引
の
巻
戻
し

に
よ
る
戻
入
れ
な
ど
に
お
い
て
、
リ

サ
イ
ク
リ
ン
グ
が
自
動
的
に
生
じ

る
」、
す
な
わ
ち
、「
リ
サ
イ
ク
リ
ン

グ
は
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
し
て
生
じ
る
も

の
で
あ
る
」と
の
コ
メ
ン
ト
の
方
向

性
が
示
さ
れ
た
。

金
　
融

再
び
注
目
さ
れ
る
欧
州
債
務
問
題

こ
の
数
カ
月
間
、市
場
の
注
目
は
、

５
月
に
出
さ
れ
た
米
連
邦
準
備
理
事

会（
Ｆ
Ｒ
Ｂ
）の
バ
ー
ナ
ン
キ
議
長
に

よ
る
量
的
緩
和
縮
小
宣
言
と
、
そ
の

後
の
縮
小
予
定
先
送
り
に
よ
る
市
場

の
混
乱
に
あ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
そ

の
背
景
に
あ
る
米
連
邦
議
会
の
連
邦

財
務
上
限
を
め
ぐ
る
対
立
が
、
Ｆ
Ｒ

Ｂ
の
行
動
と
そ
の
行
動
を
占
う
市
場

関
係
者
の
見
方
に
影
響
を
与
え
た
こ

と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

そ
し
て
、
こ
う
し
た
ア
メ
リ
カ
が

抱
え
る
一
連
の
問
題
が
注
目
さ
れ
る

間
、
欧
州
債
務
問
題
は
危
機
的
状
況

か
ら
一
時
的
に
立
ち
直
っ
た
か
に
み

え
る
。
ポ
ル
ト
ガ
ル
10
年
物
国
債
利

回
り
も
、
昨
年
ピ
ー
ク
の
17
％
か
ら

現
在
は
６
％
台
ま
で
低
下
、
他
の
南

欧
諸
国
の
国
債
利
回
り
も
同
様
に
低

下
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
な
か
、
欧

州
債
務
問
題
は
、
新
た
な
局
面
を
迎

え
よ
う
と
し
て
い
る
。

２
０
１
２
年
、
欧
州
委
員
会
に
お

い
て
提
唱
さ
れ
た
銀
行
同
盟
は
、
欧

州
に
お
け
る
ソ
ブ
リ
ン
問
題
と
金
融

シ
ス
テ
ム
問
題
が
常
に
リ
ン
ク
し
て
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この10日間に公表・公布された経理関係重要法規等
日　付 法　規　等 出　所 備　考 掲載号

2013年
10月28日

平成25年金融商品取引法等改正
（1年以内施行）等に係る政令案の
公表について

金融庁
主な概要に、インサイダー取引規制の対象となる、投資法人の発行
する投資証券の規定などがある。施行期日は2014年4月1日予定。
コメント期限は、2013年11月27日まで。

―

2013年
10月30日

政令第304号
消費税法施行令の一部を改正する
政令の一部を改正する政令

特定新聞等（定期的に発行される新聞または雑誌で、発売日が平成
26年４月１日前に指定されているもの）に係る経過措置について、
その対象から雑誌を除外する措置を講ずるもの。施行期日は公布日
から。

2013年
4月20日号
特集・別冊
付録

証
　
券

ア
メ
リ
カ
株
価
は
新
値
更
新

い
た
状
況
か
ら
脱
し
て
、
各
国
の

金
融
シ
ス
テ
ム
問
題
を
欧
州
中
央

銀
行（
Ｅ
Ｃ
Ｂ
）に
一
元
化
す
る
目

的
が
あ
っ
た
。
移
譲
さ
れ
る
金
融

機
関
に
対
す
る
監
督
、
破
綻
処
理
、

預
金
保
険
と
い
っ
た
権
限
の
う
ち
、

２
０
１
４
年
11
月
か
ら
Ｅ
Ｃ
Ｂ
が
実

際
に
各
金
融
機
関
に
対
し
て
監
督
を

開
始
す
る
見
通
し
だ
。
そ
の
た
め
に

Ｅ
Ｃ
Ｂ
が
現
状
を
把
握
す
る
必
要
が

あ
り
、
金
融
機
関
の
バ
ラ
ン
ス
シ
ー

ト
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
ス
ト
レ
ス
テ
ス

ト
を
実
施
す
る
。
そ
の
際
、
資
本
不

足
の
銀
行
が
あ
っ
た
場
合
、
ユ
ー
ロ

圏
加
盟
各
国
に
公
的
資
金
よ
り
資
本

注
入
を
行
う
た
め
の
ル
ー
ル
の
明
確

化
を
、
11
月
末
ま
で
に
完
了
す
る
よ

ア
メ
リ
カ
議
会
が
デ
フ
ォ
ル
ト
回

避
の
法
案
を
可
決
し
た
の
は
10
月
17

日
の
こ
と
で
、
当
日
の
株
価
の
反
応

は
た
い
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

こ
の
と
き
、
可
決
さ
れ
た
法
案
は
、

議
会
が
２
月
７
日
ま
で
に
債
務
上
限

の
再
引
上
げ
を
行
わ
な
か
っ
た
場
合

に
、
財
務
省
が
一
時
的
に
デ
フ
ォ
ル

ト
を
回
避
す
る
た
め
の
特
別
措
置
に

過
ぎ
ず
、
抜
本
的
な
解
決
案
で
は
な

か
っ
た
。
そ
う
し
た
反
応
も
、
当
然

と
思
わ
れ
た
。

と
こ
ろ
が
、
そ
の
後
も
ア
メ
リ
カ

株
価
は
順
調
に
上
昇
を
続
け
、
い
つ

の
間
に
か
史
上
最
高
値
を
う
か
が
う

う
に
求
め
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
欧
州
債
務
危
機
に
対
し

て
、
Ｅ
Ｃ
Ｂ
の
期
間
３
年
の
流
動
性

オ
ペ（
Ｌ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
）に
加
え
、
昨
年
９

月
に
、
１
年
以
上
３
年
未
満
の
国
債

を
無
制
限
に
市
場
か
ら
購
入
す
る
国

債
購
入
プ
ロ
グ
ラ
ム（
Ｏ
Ｍ
Ｔ
）が
創

設
さ
れ
る
な
ど
、
ユ
ー
ロ
圏
金
融
市

場
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
は
整
備
さ

れ
て
き
た
。
あ
る
意
味
、
金
融
機
関

の
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
の
毀
損
は
覆
い

隠
さ
れ
て
き
た
と
も
い
え
る
。
今
後

は
こ
う
し
た
査
定
プ
ロ
セ
ス
を
経

て
、
実
態
が
明
ら
か
に
な
る
に
つ
れ

各
国
の
金
融
当
局
も
動
か
ざ
る
を
得

な
く
な
り
、
さ
ら
に
市
場
の
思
惑
を

呼
ぶ
可
能
性
が
高
ま
り
そ
う
だ
。

動
き
と
な
り
、
10
月
中
に
代
表
的
な

株
価
指
数
で
あ
る
Ｓ
＆
Ｐ
５
０
０
も

Ｎ
Ｙ
ダ
ウ
も
最
高
値
を
更
新
し
て
し

ま
っ
た
。
そ
れ
は
静
か
な
る
新
値
更

新
で
、
何
の
熱
狂
も
感
じ
ら
れ
な

か
っ
た
。

こ
う
し
た
株
価
上
昇
を
支
え
た
の

は
、
こ
じ
れ
た
財
政
問
題
に
絡
め
、

作
戦
と
し
て
オ
バ
マ
大
統
領
が
次
期

Ｆ
Ｒ
Ｂ
議
長
に
金
融
緩
和
派
の
イ
エ

レ
ン
氏
を
選
び
、
Ｑ
Ｅ
３
縮
小
は
先

送
り
と
い
う
シ
グ
ナ
ル
を
送
っ
た
こ

と
で
あ
る
。
何
と
い
っ
て
も
株
価
は

金
融
緩
和
が
好
き
だ
。

も
う
１
つ
は
企
業
収
益
の
好
調
さ

が
あ
る
よ
う
だ
。
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業

を
中
心
に
７
―
９
月
決
算
は
予
想
以

上
に
好
調
な
企
業
が
多
い
。こ
の
間
、

米
景
気
は
さ
ほ
ど
よ
く
な
く
、
９
月

の
Ｆ
Ｏ
Ｍ
Ｃ
で
Ｑ
Ｅ
３
縮
小
の
見
送

り
と
い
う
予
想
外
の
決
定
が
な
さ
れ

た
原
因
と
な
っ
た
。

企
業
収
益
の
好
調
は
グ
ロ
ー
バ
ル

企
業
が
海
外
で
稼
い
だ
こ
と
が
効
い

て
い
る
よ
う
だ
。

た
だ
、
株
価
上
昇
も
預
か
っ
て
ア

メ
リ
カ
の
消
費
者
心
理
は
好
転
し
て

き
て
お
り
、
ク
リ
ス
マ
ス
商
戦
は
期

待
で
き
る
と
い
う
見
方
が
強
ま
っ
て

き
た
。
こ
れ
か
ら
は
内
需
型
企
業
の

収
益
増
加
も
見
込
め
そ
う
だ
。ま
た
、

ア
メ
リ
カ
の
景
気
好
転
は
日
本
の
対

米
輸
出
の
数
量
ベ
ー
ス
で
の
増
加
が

見
込
め
る
こ
と
に
な
る
。

ア
メ
リ
カ
株
価
の
、
静
か
な
る
新

値
更
新
を
ど
う
評
価
し
た
ら
よ
い
の

だ
ろ
う
か
？　

基
本
的
な
判
断
と
し

て
、
株
価
は
ま
だ
過
熱
に
は
ほ
ど
遠

く
、
上
昇
が
続
く
と
考
え
る
。

企
業
収
益
の
好
転
、
好
調
さ
で
は

日
本
市
場
も
負
け
て
は
い
な
い
。
収

益
好
調
の
主
因
が
円
安
効
果
で
あ

り
、
輸
出
数
量
が
回
復
し
て
い
な
い

こ
と
が
気
が
か
り
で
あ
っ
た
が
、
こ

こ
へ
き
て
回
復
の
見
通
し
が
強
ま
っ

て
き
た
。
粘
り
腰
の
よ
う
な
ア
メ
リ

カ
株
価
の
上
昇
に
、
日
本
株
価
も
追

随
し
て
い
け
そ
う
だ
。

経理用語の豆知識
四半期財務諸表での重要な会計方針の変更

会計基準等の改正に伴う会計方針の変更が行われた場合、
変更を行った四半期会計期間以後において、その内容、その
理由および影響額について注記する。また、会計基準等の名称
を記載するとともに、経過的な取扱いに従って会計処理を行った
場合には、その旨および当該経過的な取扱いの概要も記載する。
影響額は、新たな会計方針の遡及適用により影響を受ける前

年度の期首から累計期間に係る税金等調整前四半期純損益、
その他重要な項目への影響額をいうものとする。ただし、会計
基準等の改正に伴う会計方針の変更で経過的な取扱いに従っ
て会計処理を行った場合ならびに遡及適用の原則的な取扱いが
実務上不可能な場合で、前年度の四半期財務諸表について遡
及適用を行っていないときには、新たな会計方針の適用により影
響を受ける、前年度または当年度の期首からの累計期間に係る
税金等調整前四半期純損益、その他重要な項目への影響額を
いうものとする。


